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論文内容要皆
 世界的にみれば,日本列島は環太平洋造山帯の一部であり,最近地質時代に牽ける地殻運動の最
 も激しい地域の一つである。なかでも東北地方の北上・阿武隈山地を除いた地域は,地体構造上,
 グリーンタフ地域と呼ばれ,最も若い造山帯として知られてお9,山地と低地といったこの地域の
 主要な地形構造も,概ね造山帯の構造方向と一致している。この事はこの地域の現在の地形の成立
 が,第三紀の造山運動と深い繋がりを有することを示しているにほかならず,したがって商者の具
 体的な繋がり,すなわち第三紀造山運動が第四紀にどのように引き継がれ,第四紀の地形発達にい
 かなる影響を一与えてきたかという問題は,東北地方の地形を解明する上に極めて重要な意義を有す
 る。
 一般に東北地方の盆地や平野の周囲には,平頂な丘陵や台地が広く発達する、,それらは普通200
 ～300初の高度を越えて分布することがなぐ,周辺山地とは明瞭な地形的不連続をなす。しかも東
 北地方の鮮新統の分布はほとんどこの区域に限られ,またその構造は,激しい褶曲・断層を受けて
 いる山地の中新統に比べると,擾乱の度合が極めて少なレ・。それ故,今日の200～300郷以下の区
 域は,鮮薪世に堆積盆地として胎生して以来,造山的隆起を継続してきた山地域とは,はっき〃違
 った地形形成の過程を辿ってきたものと見做される。そこには第ミ紀末以降,現在に至るまでの平
 野形成の過程が最もよく示されているといえる。
 そこで本論文は,この高度200～300勉以下の区域を「低地域」と総称し,ここにお・いて前記第
 三紀地殻運動がどのような形で引き継がれ,その地形発達に影響してきたかを明らかにし,グ1ト
 ンタフ地域という造山帯の中での平野・盆地形成の問題を解明しようとしたものである。序章では,
 まずこういつた研究の目的を明示し,ついで「低地域」という概念を用いて,東北地方全域の地形
 構造を地質構造との関連から再検討してみた。
 第1～m章では,上北平野をはじめ,北上川,米代用,雄物川,最上川各流域の低地域を個別的
 に取り上げ,もって低地域形成に関する具体的資料の提示を行なった。すなわち,まず各地の鮮新
 世堆積盆地の生成沿よびそれに続ぐ変遷について多ぐの地質学的資料を分析し,低地域の輪廓が形
 づくられてきた経過を詳細に論述した。ついで,現存する第四紀地形面の分布と形態および堆積物
 を吟味し,各低地域毎に地形面の分類と対比を行なった。それは第四紀に冷ける低地域の古地理的
 変遷を具体的に示すものであるから,本論文に寿いでは特別重要である。更に,地形形成に関与し
 た地殻運動について,従来までの断片的見解を批判しながら論考し,低地域の地形発達史を編んだ。
 由形盆地では,他の中央窪地帯諸盆地と同じく,盆地堆積物が厚く累積している。それ赦,盆地
 形成の過程は現在の地表面の観察と分析からでは把握し難く,これまで砥とんど手がつけられてい
 なかったといってよい。第坪草は,この山形盆地の形成過程について,地表形態の考察の優かに,
 多ぐの新らしい資料(弾性波・電気探査・深井筒資料など)を用いて論考したもので,ここで得ら
 れた盆地形成の概念は,同様の性格をもつ他の内陸諸盆地の考察に大いに役立っものと思われる。
 以上の各車に冷ける論述冷よび参考論文に挙げた論考を総括し,東北地方低地域の地形発達に関
 する法則性を求めたのが第V章である。ここではまず,地形発達史を編むに当って前提となるべき
 地形面対比の方法論を展開した。すなわち,汎世界的な海面変イとが海岸低地域の発達に果した役割
 を具体的に示して,その意義を充分認めながらも,それをあらゆる場合に一義的に適用しようとす
 る最近の一部の行き過ぎに対して批判を加えた。そして海岸地形の発達過程は,常に海面変化と地
 殻運動との複合した結果として認識すべきことを強調した。
 また,海面変イヒの河川上流への波及効果は,海岸部と内陸部(盆地)との境界峡谷附近で急激に
 薄れているから,海面変化理論による対比法をそのままの形で内陸低地域に適用しにぐい。したが
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 って,これを補完する有効な対比基準を他に求める必要があり,これに充分応え得るものとして堆
 積物の風化(赤色土・クサリ礫)および火山噴胎物による対比法を挙げた。
 従来,火山噴出物による対比は主として降下火山灰によっていたが,ここでは火砕流堆積物も極
 めて有効な対比指標であることを,八甲田・十和田火山灰地域,鳴子一・鬼首火山地域を実例に挙げ
 ながら証明した。この方法はこれまでなかなか対比しにぐかった脊梁山脈の東繭両地域の対比を可
 能にした。
 第V章の後段では,各低地域毎に個別的にみてきた地殻運動の性格を,東北地方グリーンタフ地
 域という広い観点に立って通覧し,それの第三紀造山運動との繋がり,鮮新世から第四紀における
 低地域の地形発達に及ぼした影響など,本論文の主要テーマについて論述した。ここでの論述は結
 章に論いてつぎのように要約された。
 低地域では,その生成以来,輪廓を太きぐ変えるような地殻運動がなかったとみてよいが,堆積
 環境を変えたり,地形面の地理的分布や変形に影響するような運動はあった。それらは一晃局所的
 で,各紙地域に独自の運動のごとく見受けられるが,実際にはかな幻の空間的・時間的斉一性が認
 められる。それらは,NW-SE性基盤地塊の差別運動に支配されながら発展してきた。グリーンタ
 フ地域のN-S性地殻運動の継承として理解できる場合が頗る多い。これらの地殻運動の機構的解
 釈は第三系進講過程の研究に俟つべきものであるが,低地域の形成過程を理解する上にも特溺の意
 義がある。
 脊梁山脈以東の低地域では,～部の脊梁山麓付近を除いて,洪積世を鮮新世から明瞭に分離させ
 るような地殻運動はなかった・しかし脊梁山脈以西では,NW-SE方向の連繋の強かった鮮新世堆
 積盆地からN-S方向の連鎖を濃ぐするような地殻運動が認められる。それらは鮮新世家から,恐
 ら(洪積世初めにかけて行なわれたと,思われるが,この時期には東北地方以外のグリ～ンタフ地域
 でも,同様の地殻運動が認められているところがら,更に広い観、点からこの運動の意義を検討して
 みる必要;があろう。
 以上の論述からうかがえるように,東北地方の第凶紀地形発達の砺究に対する筆者の基本的な考
 え方は,汎世界的海面変化という第四紀を特徴づける現象の正しい評価とともに,東北地方の大部
 分がグリーンタフ造山帯に鳴しているというもう一つの重要な事実の認識の上に立って行なわれる
 べきであるということである。そのための具体的方法として,研究対象を「低地域」という範囲ま
 で拡げるべきこと,そして時代を単に第四紀に限定せず,少なぐとも鮮新世まで遡ってはじめるべ
 きであることを指ま歯した1ハ。
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旨
 藤原健蔵提繊の論文は東北地方に沿ける低地域の地形発達に関する研究である。著者はまず東北
 地方の平野・盆地に周辺の丘陵・台地を含んだ高慶200～300彫以下で,主として鮮新統が分布し,
 擾乱の少い地域を低地域と定義し,これ以外の山地域とは異なる地形形成の過程を辿ってきたも
 のであるととを指摘する。続いて上北平野・北上川・米代川・雄物川・最上川各流域の低地域を個
 別的にとり上げ,その地形形成の過程を詳細に論述する。第三紀以来の低地域の輪廓の形成された
 経過を述べ,第四紀に牽ける地形面の分布・形態・堆積物を吟味し,各地域ごとにその分類と対比
 を行って地形発達史を編んでいった。山形盆地に論いてはとぐに地下の資料を充分に用いて,従来
 よく分らなかった盆地の形成過程を明らかにした。
 以上各地域の個別的研究の上にたって総括を行った。
 すなわち海面変イヒと地殻運動のどちらにも偏せず地形発達を考えるべきこと。海面変化による対
 比法は内陸部まで及ばないこと。堆積物の風イヒ(赤色土・クサリ礫)冷よび火山噴出物による対比
 が有効なことを指摘した。とくに降下火山灰のほかに火砕流堆積物による対比を八甲田・十和田地
 域,鳴子・鬼首地域に寿いで行い流域を異にする地域の地形面の対比に成功したことは注昌に殖す
 る。
 さらに,低地域をとりまく地域の地殻運動が,低地域の形成に共通性をもつことを見出してお釦,
 将来の発展を期待させるものがある。
 以上を総合して藤原健蔵提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
 、漢、
293
